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基本方針
●道南の基幹病院として急性期医療に取り組みます。
●断らない救急医療を実践し、住民の信頼と期待に応えます。
●総合周産期母子医療センター及び北海道がん診療連携指定病院として
高度で専門的な医療を提供します。

●「患者さまの権利」を尊重し、安心で安全なチーム医療を実践します。
●医療環境の発展と充実のため、地域の行政・医療機関との連携を強化します。
●ワークライフバランスに配慮した職場環境づくりと人材育成に力を入れます。

【患者さまの権利】
・安全で良質の医療を平等に受ける権利
・自らが受けている医療について、十分な説明を受け、知る権利
・セカンドオピニオンを求める権利
・自らが受ける医療に参加し自己決定する権利
・個人のプライバシーが守られる権利
・個人として常にその人格、価値観が尊重される権利

【患者さまの義務】
・自らの健康状態を医療者にできるだけ正確に知らせる義務
・医療者の説明や自らの疾病状態の理解に務める義務
・病院の規則や医療者の指示に従い、医療に参加・協力する義務
・他の患者さまの治療や医療者の業務に支障をきたさない義務
・受けた診療に対し、医療費を支払う義務

総合周産期母子医療センター、北海道がん診療連携指定病院、小児がん連携病院（類型3）、北海道小児地域医療センター、
日本医療機能評価機構認定施設、卒後臨床研修評価機構認定病院

11月25日に開催した市民公開講
座は、グーグルフォームによる申
し込み、当選者にはメールにてご
連絡とさせて頂きました。
不慣れな為、ご迷惑をお掛けした
点もあるかと思いますが、皆様の
ご協力で大きな混乱もなく開催で
きましたこと、改めて感謝申し上げ
ます。
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１１月２５日(土)13：00より NICU・GCU（未熟児センター）開設５０周年記念 市民公開講座を
開催致しました。１０００人を超えるご応募を頂きましたが、会場の収容人数の都合により抽選とな
り、約３００人の方へご当選の旨メールさせていただきました。

当日はあいにくの悪天候にもかかわらず、３００人の方にご来
場いただき、大盛り上がりの市民公開講座となりました。

当院の病院長・本橋 雅壽 先生のあいさつで幕開けし、第一部は
当院副院長であり総合周産期母子医療センター長（小児部門）で
もある木田 毅 先生の講演、第二部の特別記念講演ではTEAM 
NACS 森崎博之 氏をお迎えし、『生きることは食べること』と
題してお話しいただきました。

第三部のパネルディスカッションでは、木田先生、森崎氏に加
え、北海道大学総長の寳金清博 先生、大泉潤 函館市長にご登壇
頂き、『待ったなし、少子化について考える』と題してお話しい
ただきました。

当日来場者へお配りしたクッキーは、社会福祉法人
かいせいで作製したものです。

かいせいは、障がいを
持ちながら就労の場を
確保できず在宅している
人達に、仲間と共に
作業を行い、生きがいと
喜びを持って生活が
おくれるように
支援することを目的
とした社会福祉法人です。
「かいせいクッキー」
は障がいを持っている
人達が仲間と共に1つ1つ
心を込めて作っている手作りクッキーです。

１．NICU・GCU（未熟児センター）開設５０周年記念 市民公開講座を開催



当院の司会＆講師陣

(左から小野医師・高橋医師・目谷薬剤師)

この度のNICU・GCU（未熟児センター）開設５０周年を記念いたししまして、ムービーを作製いた
しました。
NICU・GCUの歩みとこれからの決意が様々な写真や動画によって彩られております。
当院のYouTubeチャンネルにて公開中ですので、ぜひご覧ください。
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２．NICU・GCU（未熟児センター）開設５０周年記念ムービーを作製しました

３．世界糖尿病デー Web市民公開講座を開催

YouTube
記念ムービーはこちら

↓↓↓

「世界糖尿病デー」の11月14日にWeb市民公開講座を開催致しました。
当院の糖尿病・内分泌内科医長の小野先生を司会とし、函館五稜郭病院の川村管理栄養士と木村看
護師、当院の目谷薬剤師と糖尿病・内分泌内科 高橋医師が講演を行いました。

また、当日は昨年同様に当院を世界糖尿病デーのイメージカラーであるブ
ルーにライトアップ致しました。当院の他に、金森商船株式会社さんのご
協力により、金森赤レンガ倉庫 BAYはこだて さんもブルーにライトアッ
プ致しました。
市民公開講座をご視聴頂いた皆さま、ブルーライトアップにご協力いただ
いた、金森商船株式会社さん、誠にありがとうございました。



創刊号では当時の橋本病院
長（現名誉院長）のごあいさ
つからスタート。
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４．広報誌「電車どおり」第200号発行！

偶数月最終週発行 発行責任者：本橋 雅壽 函館中央病院（住所：函館市本町33番2号 ℡：0138-52-1231）

函館中央病院広報誌「電車どおり」はこの度、第200号を発行することができました。
「電車どおり」は平成17年（2005年）10月10日に創刊し、令和2年（2020年）8月25日発
行の第180号までは毎月発行され、第181号からは隔月発行となり、令和5年（2023年）12月
28日発行分で第200号に到達いたしました。
この18年間で様々な出来事がありました。そんな出来事と当院の関りなどを綴った「電車どお
り」の記事を振り返ってみたいと思います。

創刊号
(2005年10月)

この年、新型インフルエンザ
が大流行。マスクの正しい付
け方の記事がありました。

第50号
(2009年10月)

当院の医師らで編成した医
療支援チームが東日本大震
災被災地に派遣されました。

第69号
(2011年5月)

この年の9月「北海道胆振東

部地震」が発生。備蓄食品に
ついての記事がありました。

第158号
(2018年10月)

開院90周年を迎えましたが、

新型コロナの影響でイベント
等は行いませんでした。

第177号
(2020年5月)

大幅リニューアルし現在の紙
面構成になりました。
今後も宜しくお願いします！

第184号
(2021年4月)


